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テーマ【木の端材利用について】  

一般社団法人長野県環境保全協会（会津） 

 

１．テーマは「木の端材利用について」。長野県が木材そのものの利用促進に力を

入れている理由。 

 

長野県の森林面積は約１０６万ｈａで、県全体の７８％を占めています。これ

は全国で第３位の広さです。また、県土の約８割を森林が占める全国有数の森林

県ですので、木材を利用することは地域経済と森林保全の面で重要なのです。 

 

２．木材利用の効果について 

 

木製品を使うという行為は「木を伐る・使う・植える・育てる」という木材生

産の循環に参加することでもあります。木は大気中の二酸化炭素を吸収し、炭素

として固定しますので、住宅などに利用して長期間固定すれば大気中に排出され

た二酸化炭素を減らすことになり、地球温暖化防止に貢献します。例えば木の家

１棟当たりの木材使用料を２０㎥～４０㎥と仮定するとおよそ１０ｔ～２０ｔの

二酸化炭素を固定する効果があります。これは、ガソリン自動車が地球を１．６

周～３．３周走行する際に排出される二酸化炭素に相当します。 

 

３．木製品利用が地球温暖化の抑制に繋がっているが、地域への影響は？ 

 

さらに地域の木材を使用すれば、地域の森が循環的に利用され、里山の健全な

姿が保たれます。森林が健康になることで水源が守られ、地域全体の暮らしも豊

かになります。 

 

４．本題である「木の端材利用」の「端材（はざい）」とは？ 

 

「端材」とは、木材を必要な形に加工した後に残る‘まだ使える余りの部分’

のことです。未使用で品質は良好なためＤＩＹや小物などに再利用できるのが特

徴です。同じような言葉で「廃材」がありますが、これは役目を終えた不要材

で、解体や使用後すでに劣化や汚れがあって再利用は難しいものを呼びます。長

野県では端材を廃棄物ではなく、地域資源として活かす動きが広まっています。 

 

５．具体的に利用される場面でしょうか？ 

 

よく使われる場面としては、棚・小物・机などのＤＩＹ素材、建築現場の補修

材・造作剤、バイオマス燃料やパルプ原料としての再利用、教育・ワークショッ

プの工作素材などです。すでにバイオマスチップやミニチュアハウスづくり、ワ



ークショップなどに実例があります。地域内での個人消費や観光、資源としての

再利用などに使われています。 

 

６．これからのアイデア次第で拡がる活用場面について 

 

生活小物やインテリアなどは勿論 、子供たちの地球温暖化防止の教育、観光地

でのお土産や体験型ワークショップ、アートなどアイデアはたくさんあると思い

ます。農業にも使える場面があるのではないでしょうか。 

 私ども長野県環境保全協会では、特別会員になっていただいている企業や団体

様に、端材を用いた木の会員証をプレゼント出来ないかなどのアイデアも検討中

です。また、長野県から受託している「くらしふと信州」というスペースには

「ＮＡＧＡＮＯ ＷＯＯＤ ＰＲＯＤＵＣＴ」の展示が常設されています。弊協

会の建物の前にある新田町交差点の信号を渡ってすぐの所にありますので、長野

市にお出かけの際はぜひお立ち寄りいただき、木工品などに触れてみてくださ

い。 

 

７．諏訪地域周辺にも森林がたくさんあります。地域の皆さんも木材を少しでも

無駄に廃棄しない工夫をして、地球温暖化防止に貢献しましょう。 

 最後に協会からラジオをお聞きの皆さんへのお願い。 

 

６月は「環境月間」です。環境問題に関心をお持ちいただき、食材などのごみ

を少なくする、ＣＯ₂排出が少ないエコ運転をこころがける、プラスチックの利用

を抑えるなど、地球温暖化防止を考えた行動をお願いします。ぜひ現在の生活環

境を保つ努力を私たちと一緒にしていきましょう。 

 

６月の環境月間、皆さんも意識して過ごしましょう。  

 

                 以上 


